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地震発生後、エアコンの故障と思っていたら実は高圧停電事故！
仙台中央事業所 相澤 将太

東日本大震災から10年が経過しましたが、そのよ
うな中で、地震後に発生した高圧停電事故の事例を
紹介します。

〔状況〕
３月中旬の10時頃、お客さまから「テナント内の

エアコンが使えない」と電気事故受付センターに連
絡が入りました。出動する前にお客さまへ連絡した
ところ「照明やコンセントなどは使えるが、テナン
ト用のエアコンのみが使えない。ブレーカーは入っ
ている」とのお話がありました。前日の18時06分に
宮城県内で震度５強の地震が発生していたため、
キュービクル内で何か異常が発生しているのではな
いかと思い、現場へ急行しました。

〔調査〕
約30分後にお客さまに到着し、キュービクル内を

確認したところ、エアコン専用動力変圧器に設置し
てある高圧カットアウトスイッチ（以下「ＰＣＳ」
という。）の１台が開放しており、エアコンに電源
が供給されていなかったことが判明しました。お客
さまへ状況を説明し、復旧させるためには全停電す
る必要がある旨を伝えたところ「テナントの営業に
支障がでるため、営業終了後にお願いしたい」との
要望があり、再度訪問することとしました。

営業終了後の21時に到着するように、同僚と２名
で復旧に向かいました。お客さまに機器の停止状況
を確認後、全停電させてＰＣＳに異常がないか調査
を始めました。何度か入切したところ、ＰＣＳを固
定していたコの字型固定金具が操作によって、大き
く揺れることに気付きました。

〔原因〕
ＰＣＳの据付スペースを確保するためにコの字型

固定金具を使用していましたが、地震による強い揺
れに耐えきれず、ヒューズ筒の接触刃が抜けて開放
したものと推定されます。

〔復旧〕
他の設備に異常が見られないことから、ＰＣＳが

余震により開放しないよう結束バンド等で固定しま
した。お客さまには、電気工事店で速やかに改修し
ていただくよう依頼しました。

〔お客さまの声〕
「エアコン本体の故障ではないかと疑っていまし

た。まさかキュービクル内部でトラブルが発生して
いるとは思いませんでした。協会に連絡して良かっ
たです。早急に対応していただきありがとうござい
ました」と感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、地震の振動によってＰＣＳが開放

したために発生した高圧停電事故でした。点検の際
は機器ばかりに目がいってしまいがちですが、
キュービクル等の高圧受電設備の基礎工事や機器等
の据付工事が適切に行われているか、確認すること
の必要性を再認識しました。

事故原因箇所（応急処置後）
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